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社会科固有の 「読解力」 形成のための授業構成と実践分析 ( Ⅶ)
一第 3学年単元 「酒米の王様 山田錦のひみつ」 の場合一 
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Development and Analysis of Social Studies Lesson for Promoting the Reading 
Literacy of Society (Ⅶ) : in the case of “The Secrets of YAMADANISHIKI 
(King of Brewing Rice)” in the 3rd Grade 
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本研究は, 社会科授業の開発と分析を通して, 「社会科固有の読解力」 とは何かを解明しよう とするものである。 本研

究を始めるにあたり , 「社会科固有の読解力」 について, 次の仮説を立てている。

( 1 ) 社会科固有の読解力は, 対象に即した科学的理論をべ一 スにして形成される。

( 2 ) 社会科固有の読解力は, 専心的な体験 ・ 表現活動ではなく , 分析的な探究活動を通して形成される。

( 3 ) 社会科固有の読解力により形成される認識は, 主観的知識の增殖ではなく , 客観的知識の成長である。

上記の仮説に基づき , 第 7 年次となる今年度は, 第 3 学年単元 「酒米の王様 山田錦のひみつ」 の開発 ・ 実践を行った。 

食用と してのう るち米ではなく , 酒米である山田錦を設定し , 「なぜ, 山田錦をつく っているのか」 を主発問に, 子ども

の経験を引き出した後, 根拠を明確にした読解を経て, 現実生活につなげる読解を試みた。 その結果, 単元構成には問題

はあるものの, 教師の期待する読解にほぼ成功した。 

キーワード : 小学校社会科, 地域学習, 読解力, 資料活用, 山田錦

1 問題の所在
本研究は, 社会科固有の読解力形成のあり方を探るも
のである。 大学と附属学校の連携による社会科授業研究

は, テーマを 「社会科固有の読解力形成のための授業構
成と実践分析」 と して進めている。 昨年度は, 第 4 学年
単元 「天空の城 (竹田城) のあるまち ・ 朝来市」 におい
て, 読解力形成過程について, 客観的な知識の成長を評
価するために, 中心教材と して 「天空の城 (竹田城)」 を
取り上げ, 安全性や自然保護, 景観保護, 費用などの視
点から追った。

昨年度の研究の成果と して, 大き く次の三点が挙げら
れる。 第一は, 竹田城という話題性に富む事例を取り上
げて, まちづ く りのための多様な主体 (アク ター) の取
り組みを学ぶこ とができた点である。 だが, 最終的には
公 ・ 共 ・ 商が互いに協力しているという常識レベルの認

識に留まった。 むし ろ社会的役割の視点から , それぞれ
の取組みのく 意味> に注目させる必要があったといえよ
う。 第二は, 多数の観光客の来訪を願うはずの朝来市が, 
「なぜ竹田城の観覧料を取り始めたのか? 」 という主発
問を設定した点である。 そこには授業者の教材構成の巧

みさがある。 予想通り , 安全性や文化財の保護と コスト
の関係をめぐり子どもたちは活発に追究し , 学級全体と
して複数の立場での思考や仮説設定による情報の解釈と

いう点で読解力形成に成功した。 ただし , 推論の省察に

は失敗した。 今後は全て子ども任せにするのではなく , 
意図的に省察を促す手立てが必要であろう。 第三は, 県
の学習の延長上に, まちづく り を位置付けた点である。 
県の様子の学習だけでは, 子どもたちの住む地域と県と
の関係認識は単なる地理的, 機能的関係に留まる。 そこ
にまちづ く りの視点を加えると , 他地域の事例が自分の
町の問題となるだけでなく , 子どもたちに社会参加の意
識を育むことにもなってく る。 その点で , 本実践は部分
的には優れていたが, 単元全体におけるまちづ く りの位
置付けに課題が残った。

そこで , 今年度は, 昨年度の反省を踏まえて, これま
での研究成果を活かせるよう に, 第 3 学年単元 「酒米の
王様 山田錦のひみつ」 を取り上げ, 読解力形成過程に
おいて , 客観的な知識の成長を評価するために, 次の手
順で研究に取り組むことにした。

① 「酒米の王様 山田錦のひみつ」 の単元を設定し , 経
験を引き出す段階, 根拠を明確にする段階, 現実生活
につなげる段階を設定し , 単元構成を共同で立案する。 

②本研究の中心教材と して, 酒米の王様 ・ 山田錦を取り
上げ, 資料を収集する。

③授業実践の過程は, 子どもの読解の過程がたどれるよ
う に , 子ども自身の考えを表現させ, ワーク シート
(授業記録) をポート フォリオ的に保存する。

④教師は, プリ ント配布資料の読み解き過程と子どもの
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ワークシート を質と量の両面から分析し , 読解の成長
過程を把握し , 評価する。

⑤読解力形成のための授業構成を評価し , 次の実践に活
かせるよう にする。

(關 浩和) 

2 授業構成のねらいと実際
2.1 教材解釈
本単元のねらいは, 「一次生産者は, 二次生産者や生

活者との信頼関係を大切にし , 気候 ・ 地形 ・ 土壊などの
地域の特性を活かし , 質の高い品物をつく るために様々
な方略を講じているこ とがわかる」 である。

本単元以前に, 二つの学習を実施した。 まず, 「お店
の工夫をみつけよう」 では, 「販売者が様々な工夫を行っ
ているのは, 生活者の多様なニーズに合わせるこ とで , 
利益をあげられるよう にしているこ と」 について学んだ。 

また, 「 K農園の農作物の工夫をみつけよう」 では, 「農
家の人たちが様々な工夫をしているのは, 生活者のニー
ズに寄り添い, 品質が良く安心安全な商品をつく るため
であるこ と」 を学んだ。 これらの学習から , 私たちの身
近な店の販売者や, 農家などの生産者は, 生活者のニー
ズに合わせた工夫をしているこ と を把握した。 しかし , 
まだ, 販売者や農家を事例の一つと してしか捉えていな
いため, 次の段階と して, 様々な農家がつく った作物が
加工されたり販売されたりする際の関係性を見出すこと

で , 学んだ価値をより概念化するこ とが必要であると考
えた。

そこで , 酒米と してのブラ ン ド力と長い歴史をもち , 
かつ加東市や三木市またその周辺の地域に根差して栽培

されている 「山田錦」 を取り上げる。 山田錦は, 「酒米
の王様」 と呼ばれており , 全国の酒蔵から多 く の需要が
ある。 その中でも加東市, 三木市の山田錦は, 特別に品
質が良く , 「国内一位」 の出荷量となっている。 加東市, 
三木市の山田錦が, 国内一位の出荷量となっている要因
は二つ挙げられる。 一つ目は, 自然的環境である。 具体
的には, 加東市や三木市での夏の朝夕の気温差が10°C以
上になるこ とや, 平野であるために水の確保がしやすく
稲作に適しているこ と , 粘土質の土壤によって, 保水力
が良く栄養も保持しやすいことが挙げられる。

そして, 二つ目は, 社会的環境である。 兵庫県の南部
には昔から灘五郷という酒処が存在し , 何百年もの間, 
酒蔵と酒米農家がつながって酒造を行ってきた歴史があ

る。 つまり , 酒蔵と酒米農家との信頼関係と , 長い間か
けて培われ伝承されてきた技術がある。 その技術をも っ

て質のよい酒米を加工し , 多 く の生活者が求める日本酒
を造り続けてきた。 その価値は今や日本国内に限らず, 
世界にも知れ渡っており , ノ ーベル賞晩餐会でも振る舞
われるほどである。

このよう に, 山田錦は, 農家の様々な工夫や努力だけ
でなく , 加東市 ・ 三木市における歴史や風土, さらには, 
農家と酒造業者, 酒造業者と生活者, それぞれの関係性
について学ぶことができる多様性をもった教材である。 

また , 子どもにと って身近な通学路で目にする田んぼで
つ く っているものが食べるためではな く , お酒をつく る

ためだけに使われる米であるこ とから , 意外性のある学
習問題が生まれやすく なると考えられる。 そして, 山田
錦について学習する意義と して, 酒米山田錦が一次生産
者から製品となって生活者に渡るまで , 一貫する人々の
考え方を捉えることで, 社会の法則性を見出すことがで
きるのではないかと考える。

本単元の学習を展開するにあたって, 次のこと を大切
にした。 山田錦を一次生産者 (農家) , 二次生産者 (酒
蔵) , 販売者, 生活者の様々な視点から捉えていく こと
によ って , それぞれに携わる人々の具体的な工夫や努力
を学んでいけるよう にする。 その思いや考え方の中で一 

貫する考え方を抽出することで, 社会の法則性が見出さ
れるのではないか。 つまり , 「品質のよいものを求める
生活者とそれに応えよう とする販売者, 生産者の関係」
を明らかにするこ とである。 そして , 子どもにと ってよ
り身近な問題にしていく ために酒米山田錦を炊いて食べ

てみたり , 酒米山田錦を使用したお菓子を試食してみた
り して , 生活者と しての人々は, どんなこ と を求めるの
かという こ とに気付けるよう にする。 さらに, 三木市で
開催された 「山田錦まつり」 で山田錦について調べたこ

と をポスターにまとめて掲示するこ と を目的と して学習

を進めてい く 。 学習のまとめの段階で , 「生産者と販売
者と生活者の関係が成り立っているのは, 山田錦製品の
ときだけかな ? 」 と問う ことで, 子どもたちの身近な商
品にもその法則性があてはまるこ とに考えが及ぶよう に

した。 これらが現実社会とつなげる働きかけとなると考

えたからである。

2.2 単元の指導
単元名 「酒米の王様 山田錦のひみつ」

2.2.1 目標
0山田錦が 「酒米の王様」 といわれる理由を追究してい
く 中で問いを発見し , それに対する予想や考えを, 学
習経験をもとに書いたり話したり して表現している。

【社会的な思考 ・ 判断 ・ 表現】

0山田錦の価格, 生産地, 輸送地, 生産量や輸出量など
の資料から , 必要な情報を読み取ったり絵や文を使っ
たり して, 効果的にまとめるこ とができる。

【観察 ・ 資料活用の技能】

0一次生産者は, 二次生産者や生活者との信頼関係を大
切にし , 気候 ・ 地形 ・ 土壤等の地域の特性を活かし ,
質の高い品物をつく っているこ とが理解できる。

【社会事象についての知識 ・ 理解】

2.2.2 単元計画 (次頁に掲載)
2.3 授業の実際
2.3.1 第一次 問題設定 ~ 経験を引き出す~
第 1 時では学校の周り を俯瞰した地図を提示して, 田
んぼが多いことに気付けるよう に働きかける。 そして, 
「田んぼでは育てられているものは何だろう」 という問

いを投げかけると , 33人中 5 人は 「食べるお米」 , 25人
は 「お酒をつく るお米」 , 残りの 3 人は 「小麦や野菜な
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学 習 活 動 教師の働きかけ 評価の視点 

第 

次 

問 
題 
設 
定 

2 時間 

0加東市周辺の地図資料から , ほと 
んどの水田で山田錦をつく って 

いる事実を知る。 

0山田錦はどのよ うな米なのか, 調 
べてきたこ と を交流する。 

・ のぼりや加東市の山田錦生産の分布 

に関する資料から , 山田錦について 
興味をもてるよ うにする。 

・ 家庭で山田錦について調べるよう促 

す。 

・ なぜ , 「酒米の王様」 言われている 
のか問うこ とで , その理由を追究す 
るよ うに促す。 

・ 地図資料から , 加東市の 
田んぼでほとんど山田錦 

をつく っていること を読 

み取っている。 

・ 山田錦について自分なり 

に調べてきたこ と を発表 

している。 

酒米の王様山田錦のひみつをさ く ろ う。 

第 

次 

問 
題 
の 
追 
究 

9 時間 

0山田錦の郷に行く 計画を立てる。 

◎山田錦の郷に行って調べる。 

0見学 ・ 調査に行ってわかったこと 
をまとめ, さ らに疑問をもつ。 

0山田錦はつく るのが難しいのに, 
なぜたく さんの農家の人たちがつ 

く っているのか考え交流する。 

(価格と品質) 

【本時】 

0兵庫県内では多くが食用米をつく っ 
ているのに, なぜ加東市や三木市 
と周辺の地域だけが山田錦をつく っ 

ているのか考え交流する。 

(場所 [気候 ・ 地形 ・ 土壌] と品質) 
◎食用米と酒米の価格が同じ時代も 

あったのに, なぜ農家の人たちは 
山田錦をつ く り続けたか考える。 

(信頼) 
O K さんの山田錦づく りについての 
話を聞く。 (安心) 

・ 子どもたちの疑問を整理するこ とで 

質問を厳選できるよ うにする。 

・ う るち米と酒米の食べ比べの場を設 

定することで , 酒米の特色を思い出 
せるよ うにする。 

・ 既知と事実の差異をまとめることで 

疑問をもてるよ うにする。 

・ 山田錦農家の苦労を映像資料によつ 

て示すことで , なぜつく ることが難 
しい酒米を育てるのか疑問をもてる 

よ うにする。 

・ 酒蔵へのイ ンタ ビュー映像と , 品質 
のよい山田錦ができる条件に関する 

資料から , 酒造りには粒と心白が大 
きい酒米が必要であること を理解で 

きるよ うにする。 

・ 日本一の酒造地である灘との関係が 

わかる資料から , 酒米づく りの歴史 
の深さに気付けるよ うにする。 

・ K さんの酒米山田錦づく り を聞く こ 
とで, 酒蔵との提携について多面的 
に捉えられるよ うにする。 

・ 見学したこ とについて, 
絵や文を使って効果的に 

まとめている。 

・ 食用米と酒米の価格表か 

ら , 価格の違いについて 
読み取っている。 

・ 気候, 地形, 土壌が品質 
の良い酒米をつ く るため 

に必要な条件であるこ と 

がわかっている。 

・ 一次生産者と二次生産者 

との信頼関係が生産の質 

を高めるこ とに気付いて 

い る。 

・ K さんの話を聞き , ワー
クシートにまとめている。 

第 

次 

般 
化 

3 時間 

● 「山田錦まつり」 において 「酒米 

の王様」 山田錦をポスター, ちら 
しなどで P Rする。 
・ 山田錦を使った加工製品 

山田錦ロール (加東) ・ 酒まんじゆ 
う (小野) ・ 冷製山田錦うどんセッ
ト (多可) ・ 山田錦ジェ ラー ト 
(三木) 
・ 世界に広がる山田錦を使った日本 

酒 

ニュー ヨークで人気の日本酒 「獺 

祭」 ・ ノーベル賞授賞式晩餐会で 

の日本酒 「福寿」 

・ 山田錦がいろいろな商品に活用され 

ていることに気付けるよ う促すこと 

で , 商業作戦と生産とのつながり を 
考えられるよ うにする。 

・ 日本酒の輸出量を示すグラフから , 
世界で日本酒が人気であること を知 

り , 山田錦の需要が増してきている 
こ とに気付けるよ うにする。 

・ 生産者と販売者と生活者の関係が成 

リ立っているのは, 山田錦製品のと 
きだけかという問いを投げかけ , - 
般化できるよ うに働きかける。 

・ 山田錦を P Rするための 
方法を自分たちで選択し, 
情報を集め, まとめて表 
現している。 

・ 他の製品に対しても生産 

者と販売者と生活者はよ 

り良いものを追究すると 

いうこ とがわかる。 




